
テーマ③ 『情報共有支援』 に関する報告

浪速区独自のＩＣＴツール（Ａケアカード）の活用に
よる多職種連携の取組み

浪速区在宅医療・介護連携相談支援室

（受託法人：浪速区医師会・医療法人満領会）
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浪速区の現状



それぞれの職種の
基本情報を共有する

必要な時に必要な情報を
チャットで連携

Aケアカードは
地域包括ケアシステムにおける
多職種連携のためのツール

基本情報、薬剤情報および検査結果
をクラウドで一元的に管理

災害時対策も万全

+



どんなメリット？
 各職種の基本情報が共有でき、お薬の重複
がなくなり、無駄な検査もなくなります。

 チャットを通じて最新の状況を知ることができ
るため、的確な診療が行なえ、状況に応じた
アドバイス、介護サービスを受ける事ができ
ます。



参加機関数 登録患者数807人

医療機関 49/65(75%)       681

介護事業所 27/39(69%)        96

薬局 25/49(51%)          9

歯科医院 8/50(16%)          9

訪問看護ST 7/7(100%)         12

【Aケアカードの現状】

・のべかかりつけ登録件数 2019件 2019.11.30



Aケアカード使用後の連携状況

人

Aケアカードを利用している複数機関へアンケートを行った。
各機関は、医療情報、薬剤情報、 血液検査データ、介護情報を共有できた。
些細な事柄もチャットで簡便に連絡を行え、連携の改善に寄与している。



区役所1階

ヘルパー勉強会地域老人会での講演会



コーデイネーターは、浪速区だけでなく他区へのAケアカードの普及・各
機関のパソコン設定を行うと供にAケアカードによる医療介護連携を促進
し、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築、医療・介護関係者の
情報共有の支援、在宅医療・介護連携に関する相談支援を行っている。

Aケアカード利用施設からのアンケート結果では、多職種連携が円滑に行
われるようになっている。

ヘルパーを含む介護職に、基礎知識の向上のための研修会や医療介護およ
び行政を交えた勉強会、懇親会を行い、顔の見える関係の促進を図ってい
る。

地域住民への講演会において、地域包括ケアシステムの説明を元にAケア
カードの広報を行っている。

緊急時の入院支援としてブルーカードシステムがある。ブルーカード登録
病院および、未登録病院へのAケアカードシステムを含めたブルーカード
システムの普及活動を行っている。


